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＜法令等の用語＞

１ 法とは、消防法（昭和 23 年法律第 186 号）をいう。

２ 令とは、消防法施行令（昭和 36 年政令第 37 号）をいう。

３ 規則とは、消防法施行規則（昭和 36 年自治省令第６号）をいう。

４ 条例とは、岡崎市火災予防条例（昭和 37 年７月 1日条例第 20 号）をいう。

５ 条例規則とは、岡崎市火災予防規則（昭和 38 年２月１日規則第１号）をいう。

６ 建基法とは、建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）をいう。

７ 建基令とは、建築基準法施行令（昭和 25 年政令第 338 号）をいう。

８ 主要構造部とは、建基法第２条第５号に規定する主要構造部をいう。

９ 耐火構造とは、建基法第２条第７号に規定する耐火構造をいう。

10 防火構造とは、建基法第２条第８号に規定する防火構造をいう。

11 防火戸とは、建基法第２条第９号の２ロに規定する防火設備であるものをいう。

12 特定防火設備である防火戸とは、建基令第 112 条第１項に規定するものをいう。

13 不燃材料とは、建基法第２条第９号に規定する不燃材料をいう。

14 準不燃材料とは、建基令第１条第５号に規定する準不燃材料をいう。

15 難燃材料とは、建基令第１条第６号に規定する難燃材料をいう。

16 令別表対象物とは、令別表第１⑴項から⒂項までに掲げる防火対象物をいう。 

17 令８区画とは、令第８条に規定する開口部のない耐火構造の床又は壁の区画を

いう。

18 専用不燃区画とは、不燃材料で造った壁、柱、床及び天井（天井のない場合に

あっては、屋根）で区画され、かつ、窓及び出入口に防火戸を設けた専用の室を

いう。

19 専用不燃区画（自閉式等）とは、不燃材料で造った壁、柱、床及び天井（天井

のない場合にあっては、屋根）で区画され、かつ、窓及び出入口に防火戸（随時

開くことができる自動閉鎖装置付きのもの又は随時閉鎖することができ、かつ、

煙感知器の作動と連動して閉鎖することができるものに限る。）を設けた専用の室

をいう。

20 共住区画とは、特定共同住宅等の位置、構造及び設備を定める件（平成 17 年消

防庁告示第２号）に規定する特定共同住宅等の住戸等の床又は壁の区画をいう。

21 常時閉鎖式防火戸とは、随時開くことができる自動閉鎖装置付きの防火戸をい

う。

22 煙感知器連動閉鎖式防火戸とは、随時閉鎖することができ、かつ、煙感知器の

作動により自動的に閉鎖する防火戸をいう。

23 航空法とは、航空法(昭和 27 年７月 15 日法律第 231 号)をいう。

24 航空法規則とは、航空法施行規則(昭和 27 年運輸省令第 56 号)をいう。

25 竪穴区画とは、建基令第 112 条第９項に規定する区画をいう。


